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                 審   査   の   要   旨 
 乳用育成期におけるタンパク質水準に関する研究は窒素出納と増体に関するテーマを中心に
実施されてきた。本研究では、育成前期のタンパク質水準が分娩後の生産性や長命性に及ぼす影
響について、大規模な実証試験を展開して解析を進めた。①育成前期の飼料中タンパク質水準な
らびにタンパク質構成割合の違いは、初回人工受精時（体重350kg）までの増体量および体格に
は影響は及ぼさず、ホルスタイン種発育標準曲線の上限付近であることを示した。②窒素出納試
験では、タンパク質水準を高めるとその分は全て尿中に排泄され、体内で吸収利用されないこと
を明らかにした。③育成後期からは全供試牛の栄養管理を統一したが、分娩時の体重および泌乳
期間のボディコンディションスコアは、育成前期にタンパク質水準を高めた牛が上回ることを明
らかにした。④また、育成前期のタンパク質増給は、産次数および生涯生産性を低下させること
を示した。 
 以上の結果より、育成前期におけるタンパク質水準を窒素出納から適正なレベルを示したこと
と、長命性に関するデータから代謝的刷り込み効果が乳牛で存在することを強く示唆する新知見
を提示したことは高く評価できる。さらに、環境負荷に対するタンパク質給与技術の重要性を示
唆したことは、酪農と環境を含めたさらなる研究を進める上での指針となると考えられる。 
 平成26年1月16日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査及び
最終試験を行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その
結果、審査委員全員によって合格と判定された。 
 よって、著者は博士（農学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
 
